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１　運命的な出会い
司法試験受験時にお世話になっ

た先輩弁護士に法テラスへの内定
報告をした際、「そういうことな
らこの漫画を読みなよ。」と『漫画 
島根の弁護士』を譲り受けました。

その1年後、私は、晴れて島根
の弁護士となりました。出勤初
日、事務所に足を踏み入れるな
り、待合スペースに並ぶ『漫画 島
根の弁護士』が目に飛び込んでき
ました。運命的な結びつきを（一
方的に）感じ、「頑張ろう！」と思
いを新たにした瞬間でした。

２　妖怪か、神様か
ところで、皆さんは、鳥取県と

島根県を混同した経験はないで
しょうか。山陰で一くくりにされ
るのが多いこともあり、恥ずかし
ながら私も赴任するまでは正確に
区別がついておらず、「砂丘があ
る方はどっちだっけ？」状態でし
た。しかし、赴任後に「妖怪が多
い方が鳥取で、神様が多い方が島
根ですよ。」と教えてもらい、以
降は間違えなくなりました。

実際、島根県は神様との距離が
近い場所です。浜田市のある島根
県西部（石見地方）には古くから
石見神楽が根付いており、週末と
もなるといろいろな場所で上演さ
れています。驚くべきはその人気
の高さです。神楽は日本神話を元

にした民俗芸能なので、ちびっこ
人気はイマイチなのかと思いき
や、上演会場の最前列は熱狂的な
ちびっこファンで埋め尽くされて
います。

調停の長い待ち時間に耐えきれ
なくなって泣き出した依頼者のお
子さんに、依頼者がスマホで石見
神楽の動画を流し出した途端、お
子さんがぴたりと泣きやみ、食い
入るように動画を見始めたことも
ありました。

３　成年後見等事件
そんな石見神楽も昨今の少子高

齢化の影響を受け、後継者不足が
課題となっていると聞きます。
実際に、島根県の高齢化率（65
歳以上の人口が総人口に占める
割合）は33.6%であり、全国平均

（27.7%）より約6%も高くなって
います（2017年10月1日時点）1）。そ
のため、法テラス浜田の受任案件
もお年寄りに関わるものが多く、
中でも後見事案が大きな割合を占
めています。

浜田地区には石見成年後見セン
ターが存在しており、浜田地区に
おける後見業務の中核的な役割を
果たしています。したがって、後
見事案の受任ルートは、石見成年

1）	 http://www.stat.go.jp/data/
jinsui/2017np/index.html

後見センター経由のものがほとん
どです。同センターに持ち込まれ
る事案のなかには、親族なし、ゴ
ミ屋敷、年金搾取といった課題が
複合的に絡み合った事案も数多く
あります。ただし、困難な事案で
あればあるほど、成年後見セン
ターの定例会においてセンター会
員同士で議論したりアドバイスし
合ったりする機会が確保されてい
るので、安心して後見業務を進め
ることができています。

被後見人の中には認知症でほと
んど判断能力のない方もおられま
すが、後見人である私のことは誰
だか分からなくても、若い頃の出
来事や思い出は細かく覚えている
方は多いように感じます。ある
時、被後見人のおばあちゃんが面
会を希望しているという連絡を受
けて面会したところ、普段は会話
もままならない被後見人から、
突然「明日は大和に乗ってたお兄
ちゃんが亡くなった日なの。だか
らお供えの花を買って。」と依頼
を受けたことがありました。内心

「本当かなぁ。全部忘れちゃって
るんじゃないのかなぁ。」と思い
ながらも花を買って持参したとこ
ろ、被後見人は花を受け取りベッ
ド脇へ大事そうに飾りました。事
務所に戻ってから確認すると、戸
籍には戦艦大和が沈没した「昭和
弐拾年四月七日」「西部太平洋方

法テラス浜田法律事務所

島根県弁護士会会員

三上 早紀
Mikami, Saki

連載
第68回

スタッフ弁護士奮闘記
－道しるべになりたくて－

島根の弁護士（スタ弁ver.）
やってます

自由と正義10月号.indb   44 2018/09/27   16:41:21



自由と正義　2018年10月号　45

面ニ於テ戦死」という記載があり
ました。

この出来事を経て、「疑ってし
まって申し訳なかった。」と感じ
るとともに、被後見人がその人ら
しく生きられるように、本人の話
をよく聞き本人が大切にしている
ことを可能な限り尊重しながら業
務を進めることの重要さを痛感し
ました。

このように、法テラス浜田では
日々後見業務に精力的に取り組ん
でいるのですが、後見業務の場
合、事件の性質上ある程度の長期
間にわたり受任することになるた
め、新たな事件を受任する余力が
減ってきていることも事実です。
この問題は、浜田地区でほかに後
見業務を受任している弁護士、社
会福祉士、司法書士をはじめとす
る士業や、法人後見を受任してい
る社会福祉協議会にも共通する課
題となりつつあります。そのた
め、石見成年後見センターと社会
福祉協議会が開催主体となって市
民後見人養成講座を開催するな
ど、新たな後見業務の引き受け手
の発掘・育成にも力を入れていま
す。法テラス浜田も、市民後見人
養成講座の講師活動などを通じ
て、後見業務の引き受け不足解消
に向けた取組みを行っています。

４　司法ソーシャルワーク
法テラス浜田では、福祉機関を

はじめとする関係機関との連携を
通じて、相互に顔の見える関係作
りにも力を入れています。具体的
には、浜田市における生活困窮者
自立支援機関である浜田市社会福
祉協議会あんしん生活相談窓口が
主体となって開催する支援調整会
議（月1回）及びケース会議（週1回）
に参加しています。

また、弁護士会と浜田市社会福
祉協議会との協力の下、「助っ人

弁護士制度」も運営しています。
この制度は、関係機関の方との電
話や面談でのやり取りを通じて、
その方が抱えているケースについ
て、法テラス浜田の弁護士が法制
度や相談窓口のご紹介（情報提供）
をするというものです。助っ人弁
護士制度の周知活動に力を入れた
結果、最近では少しずつ電話や面
談の数が増えてきました。特に、
地域包括支援センターとは助っ人
弁護士制度を介して密接に連携が
できており、同センターに案件が
持ち込まれた直後から、ケース会
議を開催したり面談に同席したり
するなどして、適宜必要とされる
情報提供を行っています。

上記一連の活動の目的は、本来
は法的サービスが必要であるにも
かかわらず自力では法律事務所に
たどり着けなかった方に対して、
適切な法的サービスが行き届く
チャンスを広げることにありま
す。成果は一朝一夕には出るもの
ではありませんが、地道に続けて
いきたいと思います。

５　受任事件について
法テラス浜田は過疎地型の事務

所です。そのため、受任案件も債
務整理、一般民事事件、家事事件

から刑事事件まで幅広くバラエ
ティに富んでいます。

こうした種々の事件をこなして
いくと、自己破産事件であるにも
かかわらず、相続案件と見まごう
ほどの相続人関係図及び戸籍謄本
類一式が必要になることもしばし
ばあります。この傾向は、せっか
く祖父母や両親から不動産を相続
しても、遺産分割をせず、放置し
がちなことが原因かもしれません。

６　さいごに
人が温かくて、温泉がたくさん

あって、のどぐろがおいしい浜田
は私の大好きな場所になりまし
た。これからも、関係機関の方と
協力しあいながら、市民の皆さん
にとって身近な「浜田の弁護士」
になれるように精一杯頑張ってい
きたいと思います。

がんばれ！三上さん

もう何年前になるでしょうか。三上先生と最初にお会いした
のは法テラス浜田法律事務所に赴任される数ヶ月前、石見成年
後見センターの定例会（毎月第３火曜日午後６時３０分から浜
田市内で開催）を見学に来られた時でした。その時はまだ弁護
士になったばかりで、初々しさを漂わせていましたが、この数
年ですっかり弁護士らしい顔になりました。

三上先生が書かれているとおり、島根県西部地域は高齢化が
著しく、私自身、受任事件に対する成年後見事件の割合が他地
域に比べてかなり高いのではないかと考えています。そして、
最近の老々介護が問題となっていることとあいまって、１つの
家族の中に複数の成年後見制度利用相当の方がいたり、後見等
に付された方の死後事務処理が必要になるなど、行政や福祉専
門家との連携処理等が必要となる、一筋縄ではいかない案件が
少なくありません。「頑張ろう！」との思いを日々新たにし、
さらにたくましくなることを期待します。

From  田上 尚志（島根県弁護士会会員）

図書館講座の様子

自由と正義10月号.indb   45 2018/09/27   16:41:21




